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ユネスコスクールで
ある富士宮市立富士宮
第二中学校の他国の学
校との交流の現状と今
後の目標について

富士宮市の公立中学校では唯一、富士宮市立富士宮第二中
学校がユネスコスクールの認定を受けている。この認定にあ
たっては膨大な資料を英語で申請をして、国内の審査を受け
最終的にユネスコ本部の認定を受けるのだが、このことにつ
いて池谷前教育長に大変、お骨折りを頂き認定に至った。池
谷前教育長には、大いに感謝と敬意を表するところでありま
すが、そこで、以下伺う。

現在、富士宮市立富士宮第二中学校はユネスコスクー
ルとしてどのように機能しているか。
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施工時期の平準化の
進捗状況と取組につい
て

どこの自治体においても最近入札不調が多く見受けられ富
士宮市においても例外ではない。これは、年度初めには施工
が少なく、年度末近くには施工が集中するためであるが、当
然、限りある施工事業者にも処遇等に問題をきたしている。
これを踏まえて国も平準化率を上げるため、閣議決定をし
て、工期が１年に満たない工事についても債務負担行為を積
極的に活用し、翌年度にわたる工期の設定を行う。また受注
者が工事開始日を設定することを協議によってできる等、各
都道府県へ通知をしているが、富士宮市としての現状と将来
を見据えた発注方法を伺う。

　生徒たちの反応はどうか。

現在は何か国の学校と交流しているのか。また、増や
す予定はあるか。

令和４年度は平準化率0.5であるが、令和５年度の数値
はいかがか。

平準化率について実際に目標を立てているのか。立て
ているのであればどの程度か。

平準化するための方策について、市の考えをお聞かせ
願いたい。
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